
名寄市地域公共交通活性化協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

名寄市郊外部においては、定時定路線型の路線バスでは、非効率な運
行となり、また、交通サービスレベルも低いと考えられる。さらに高齢者
は、バス停留所までの移動距離に対して負担を感じており、デマンド型
交通の導入によって、交通空白地帯を解消するとともに、「買物」や「通
院・通学」などの日常生活に必要不可欠な「地域の足」を確保する。
【具体的目標】
デマンド型交通の利用者数の向上 → 目標360人／ 月
デマンド型交通の利用者満足度の向上 → 目標80.0％以上

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標
・27年6月19日 27年度第1回協議会を開催
Ｈ28年度フィーダー計画策定について

・27年11月18日 27年度第2回協議会を開催
コミュニティバス運行、Ｈ27維持改善事業について

・28年6月20日 28年度第1回協議会を開催
Ｈ29年度フィーダー計画策定について

・29年1月10日 28年度第2回協議会を開催
コミュニティバス、Ｈ28維持改善事業について

・29年8月22日 29年度第1回協議会を開催
H30年度フィーダー計画策定について

・29年10月30日 29年度第2回協議会を開催
風連御料線の一部デマンド化に向けた実証運行につ
いて

平成29年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

名寄市では近年、人口の減少や自家用車の普及により、路線バスの利
用者が低迷し、効率的な方法による公共交通の運行が必要となってお
り、クルマを所有していない市民も数多く存在しているため、「買い物」や
「通院」等の移動に困らない交通システムの確保が求められている。
当該デマンド交通の運行地域は、住居が低密度に広く分散し路線バ
スの利用がしづらい交通空白地帯である。日常生活に不可欠な地域の
交通手段の確保とともに、当市に所在するJR名寄駅、風連駅と居住地
域を結節し交通のネットワークを形成する目的で導入しているものであ
る。

下多寄線（西風連～風連駅～名寄駅）
運行回数 往路４回・復路５回

地域公共交通の現況

・ＪＲ宗谷本線（名寄、風連、東風連、日進、北星、
智恵文、智北駅）

・名士バス㈱（市内5路線、郊外5路線）
・道北バス㈱ （2路線）
・士別軌道㈱（2路線）
・ＪＲ北海道バス㈱ （郊外1路線）
・北海道中央バス㈱（都市間バス1路線、共同運行）
・スクールバス（7路線）



平成29年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

・デマンド型交通については、利用者になじみのない予約型の運行システムのため、ＰＲチラシやホームページでの周知を
継続した。
・アンケート調査を実施し、乗降指定箇所の見直しについて情報収集を行った。

【下多寄線】

２

２）運行系統



３

３）利用実績

４）収入実績

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
平成28年度 429 452 509 343 490 459 363 202 207 183 176 213
平成29年度 293 476 440 340 418 356 302 181 170 143 125 164
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合計

1,098,537

862,115

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月
平成28年度 131,610 113,366 99,560 112,940 110,310 88,750 95,260 47,450 73,201 65,150 56,250 104,690
平成29年度 116,000 83,150 97,150 82,100 102,250 75,560 52,700 72,600 49,210 45,100 47,500 38,795
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６）目標・効果達成状況

・デマンド型交通の利用者数の向上
月平均利用者数目標360人／月 → 実績284人／月
高齢者の利用が減少しており、目標値▲76人／月であっ
た。

・デマンド型交通の利用者満足度の向上
目標 80％以上 → 76.9％
平成29年5月実施のアンケート調査において、運行便数・
運賃・利用総体の各項目とも高い満足度であった。

・効果
冬期間のみならず、通年（321日稼働）での利用があり、
住民への公共交通手段の提供が、適切に行われた。

４

７）事業の今後の改善点

運行から6年が経過し、地域への定着が進んできたが、今年
度も大きく利用者の減少がみられた。原因としては、定期的
に利用のあった高齢者の転居や自然減による利用者の減
少と考えているが、新規利用者の拡大に向けて利用方法の
周知を検討する。
利用者アンケートの満足度は高く、交通空白地帯から市街
地や交通結節点である駅等への交通手段を確保するため、
ニーズに応じた乗降指定場所の見直し等を行いながら、今
後も継続した運行を計画する。

（平成30年度分と併せて評価）

事業が計画に位置付けられたとおり、適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


